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オンライン開催 9：30～16：30 
以下のホームページからお申込み下さい。

ＵＲＬ：http://www.kakehashi-npo.com/
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わが国の医療安全や事故調査の取り組みは進展し、少しずつ成果を挙げていますが、他方、医療対話推進者はまだ周知や能力、安全との連携の

レベルで多くの課題を抱えています。NPO架け橋は昨年、毎年9月に執り行っている『世界患者安全の日』記念イベントにて、「患者安全（事故調査

を含む）」と「対話推進」のこれからを考えるために実務者と専門家の方々にご参加いただき、医療安全管理者と医療対話推進者の役割と連携に

ついて、この１０年で何が変わり、何を達成し、何が課題かを明らかにし、この先の１０年を考えるための議論の場としてWebシンポジウムを開催

し、大きな反響をいただきました。

そこで２０２３年度は、その反響を受け、昨年のシンポジウムの続編として企画いたしました。午前の部では、20年前の医療事故を弁護士と共に

振り返り、今後の患者安全と対話推進への期待についてお話しいただき、午後の部の実務者との座談会では、患者・家族の立場の方々も参加し、

医療対話推進者が患者安全に資する体制の構築に向けて、どのような実践や連携が大切なのか等について議論したいと思います。

2023年度 『世界患者安全の日』 テーマ Engaging patients for patient safety
  スローガン Elevate the voice of patients!

🔸日 時 ２０２３年９月１８日（祝・月） 9時3０分～１6時3０分

⁑9時00分よりZoomの受付を開始いたします。

🔸開催方法 オンライン開催 「Zoomウェビナー」 ライブ配信

🔸参 加 費  無料

⁑オンライン参加の登録方法およびアクセス情報のご案内は、参加

申込み時に登録していただくメールアドレスにお送りいたします。

※当ホームページの【オンライン参加について】を必ずご確認下さい。

🔸対 象 医療従事者、福祉、行政関係者、弁護士、一般市民等

🔸定 員 ４００名（定員になり次第締め切ります） 

🔸申込締切 9月13日（水） 

🔸参加申込 NPO法人架け橋ホームページより受付 

    ＵＲＬ http://www.kakehashi-npo.com/
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主催：患者・家族と医療をつなぐＮＰＯ法人架け橋
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